
―老舗メーカーである御 社の新事業開発室
が 担う役割についてお聞かせください。

四 方さん（以下、敬 称 略）：弊 社は家 庭 用品
メーカーです が、これ からの 時 代 はモノを
売 るだ け で は なく、コト作りや サービスの
提供も含めトータルで取り組んでいくべきだ

と考えております。その 考え 方 が 新事 業 開
発 室 の 根 底 にあり、「暮らしをつくる」とい
う企 業 理 念に沿って、例えば 家 電のレンタ
ルサービス事 業を始めました。炊 飯 ジャー
の 高 級 機 種 な どの お 試 し に も 使 えま すし、
冬 場にしか 使わない加 湿 器 のメンテナンス
や 保 管 場 所 に 困 って いた 方 に も 好 評 で す。
自社製品をしっかりと長く使っていただくこ
とにもつながっています。
　私は「象印マイボトルクローク」という新
事業も担当しています。ステンレスボトルは
持ち運びや洗 浄、中に入れる飲料の準備 が
手 間 で 使 わないというお 客 様 も少なくあり
ません。ならばその ボトル をカフェなどに
預 け て、モバイルオー ダーで 飲み 物 を受け
取 れるようにす れ ばどうでしょうか。現 在、
3つの店舗に協力を得て実証実験中です。

モノだけではなく 、
コトやサービスを提 供する
時 代に適 応する

新しいことにチャレンジし続けることが 部 署の使 命
多様で良 質な情 報を効率良く収 集するために

NIK K EI The K NOWLEDGE 導入の目的は？

・様々な情報を、専門媒体を含めた多方面から効率良く収集したい
・担当事業に関する先行事例を専門家の分析も含めて体系的に知りたい

・情報源が1つになったことで、情報収集にかかる時間が短縮された
・担当事業に関して得られる情報量は導入以前と比べて倍増した

ガラスマホービンの製造販売から始まり、現在は炊飯ジャーなどの調理家電から空気清浄
機などの生活家電も手がける象印マホービン株式会社。創業100周年にあたる2018年に
は新事業開発室が発足し、新しい事業の創造を続けています。
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今 回 は、大 阪 市 な ん ば の シ ェ ア オ フィス
「We Workな ん ば ス カ イオ」に 入 居 する 新

事 業 開 発 室 の メ ン バ ー に、NIKKEI The 
KNOWLEDGEの 活 用 方 法 につ いてお 話 を
伺いました。

その 効 果は？



四 方 ： N I K K E I  T h e  
KNOWLEDGE は、他 の
メンバーが 閲 覧した 情 報
が 可 視 化されるところも
ユ ニークです ね。例えば
若手 の坂 本 が興 味を持っ
てい るジャンルが わ か る

ので、「こんな情報もありますよ」とサジェ
ストしやすくなります。

― 今 後、NIKKEI The KNOWLEDGE に
期待することがあれば教えてください。

坂本：情 報との「偶然の出会い」を重 視し
ています。今は、自分の興味範囲の情報を
レコメンドしてくれています が、興 味 範 囲
から一 歩先を行った良 質な 情 報もレコメン
ドしてくれる機能があると嬉しいです。

― 新 事 業 開 発 室 は 事 業 化 する 行 動 力も 不
可欠 な 部 署 だと感じました。最 後 に、「情
報」をどのように 扱い、どう生 かしている
のかお聞かせください。

四 方：市 場 や 他 社 事 例 の 情 報 収 集 による
顧 客ニーズの 把 握 や市 場トレンドの 予 測 は
日常的に行っています。弊 社のサービス改
善に役立てるための情報収 集が私の基 本ス
タンスです。

藤 本：NIKKEI The KNOWLEDGE で 得 た
幅 広い分 野 の 情 報を自分 の中で 咀嚼して、
事 業アイデ アに昇 華させる努力をしていま
す。そして、未 来の社 会を推測する判断材
料の 1 つとして今後も活用していくつもりで
す。

坂本：Web で幅広く情報を得ることも大事
です が、一次 情 報を拾うために ユー ザー、
専 門 家 の 話 を 聞くことも重 視しています。
それらの方々と話をする上での基 礎 知 識を
得 るた め に も NIKKEI The KNOWLEDGE
は役立っていると思います。

は感じていますが、作業時間の短縮はもちろ
ん情 報 領 域も広 がったという印 象です。担
当事 業に関して得られる情 報 量は 導入以前
と比べて倍増したと感じます。

―実 際 の業 務 の中でどのように活 用してい
るのでしょうか。

四方：象印マイボトルクローク事業を担当し
ている私は「モバイルオーダー」「マイボトル
活 用」などの キ ー ワードを 設 定しています。
モバイルオーダーはマクドナルドなどの先行
事例があるので、他社はどのように取り組ん
でいるのかを専門媒体の記事で読めるのは
便利です。
　NIKKEI The KNOWLEDGEか ら は1日2回
通知メールが来ますが、私は通知を待つこと
なく自分の好きなタイミングで収集した情報
が整理されたカテゴリーを参照するのが日常
です。

坂本：導入前は日経電子版、
SNS、Webニュースなどで
情 報 を 得 て い ました。現
在 は N I K K E I  T h e  
KNOWLEDGEが 加 わ った
ことで、日刊工業新聞など
普段なかなかアクセスしに

くい専門媒体などの情報が得られるようにな
りました。幅広い知識を得られるので、事業
検討を行う上でのアイデア出しなどに役立つ
こともあります。
　私 はNIKKEI The KNOWLEDGEに は 偶 然
の 出 会 い の ような も の も 期 待 して い ま す。

「おにぎり」「スポーツ」などのキーワードも
設定していますが、自分では積極的に取りに
行かないような情報にも着目するように意識
しています。専門 誌の記 事はその 情 報を体
系的に分析していることが多く、私が知らな

新 規事 業の 糧となる
「 情 報との出会い 」を増 やす

― NIKKEI The KNOWLEDGEを 導 入した
時期ときっかけについて教えてください。

四方：新事業開発室は常に新しいことを考え
て、チャレンジをしていく部署です。そのた
めには情 報を多方面から効率良く収 集し続
けることが求められます。
　以 前は、メンバーそれぞれ が 独自の方 法
で 情 報 収 集 を して い ま し た。2022年 に
NIKKEI The KNOWLEDGEを 導 入し、新 規
事業開発室の４名のメンバーで活用し始めま
したが、普段 見にいかないような 媒体の記
事も収 集できるので重 宝しています。情 報
収 集に関してはこのツールだけで 十 分だと

坂 本：私 の 担 当 は「象 印 ラ イ ス マ イ ル 
PROJECT」で す。お いしい ご 飯 の 提 供 を
使 命とする弊 社にとって、日本 のお 米 文化
の 衰 退 は 見 過 ご す こ と が で き ま せ ん。
2013年 から 続 け ていて、新 事 業 発 足 後 の
新たな 取り組みとして、少ない人 数 でも米
作りが できるスマート農 業 に 着目し、その
取り組みを取材してYouTubeで配 信したり、
弊 社 のECサイトで「スマート農 業 米」の 販
売 をおこなってきました。今 後 は「ご は ん
好き」の方を増 やすための取り組みに注 力
したいと思っています。他 にも、外 部 の 会
社と連 携しな がら、アスリート向けに 適 切
な 水分補 給を促すサービスを模 索している
ところです。

藤本：私の担当は 私自身が情シスに以前在
席していた 経 緯もあり、四 方 がお 話した 象
印マイボトルクローク用のLINEアプリの開
発支援です。

可 視 化されたメンバー の
興 味・関 心から 、
若手 へのアドバイスを

かった企 業の斬 新な取り組みなど深く知れ
ることが少なくありません。

藤 本： 新しい 事 業を始 める際 は、自 分たち
が 描いた需要が本当にあるのか否かを探ら
ねばなりません。そのヒントやエビデンスと
な る よ う な コ ン テ ン ツ がNIKKEI The 
KNOWLEDGEで見つけられることもありま
す。NIKKEI The KNOWLEDGE導 入 前 は、
テレビのニュースからの情報がメインでした。
ニ ュ ー ス で 気 に な っ た 情 報 を 起 点 に、
Googleなどの検索エンジンを用いて深掘り
す る や り 方 で す。導 入 後 は、NIKKEI The
KNOWLEDGEが深掘りの起点に置き換わる
ことが 多くなり、記 事 の 内 容 によっては 本
サービス上で完結することもあります。おか
げ で 効率良く情 報収 集 が
で きるように なりました。
業 務 への影 響という観 点
からは、や はり情 報 収 集
の時 短につながる部分 が
一 番 大きかったと私は 感
じています。
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sc_nmm@nikkeimm.co.jp

https://www.nikkeimm.co.jp/ntk/

本サービスのお問い合わせはこちらから

日経メディアマーケティング株式会社

mailto:sc_nmm@nikkeimm.co.jp
https://www.nikkeimm.co.jp/ntk/



